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	製品名: βカテニン（リン酸化Thr41/Ser45）ウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：膜、細胞質。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、接着結合（AJ）を構成するタンパク質複合体の一部である。AJは、細胞増殖と細胞間の接着を調節することにより、上皮細胞層の形成と維持に不可欠である。また、このタンパク質はアクチン細胞骨格を固定し、上皮シートが完成した時点で細胞分裂を停止させる接触阻害シグナルの伝達を担っている可能性がある。最終的に、このタンパク質は、大腸腺腫性ポリポーシスにおいて変異するAPC遺伝子産物に結合する。この遺伝子の変異は、大腸がん（CRC）、毛様上皮腫（PTR）、髄芽腫（MDB）、および卵巣がんの原因となる。選択的スプライシングによって、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2016年8月]
	研究分野
	-
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	SW620全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をβカテニン（リン酸化Thr41/Ser45）ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

